
HOWS：本郷文化フォーラムワーカーズスクール《講座紹介》2020年度本科前期（2020年５月９日㈯～10月３日㈯まで）

●現代への疑問と不満を抱き、矛盾の解決をめざす人びとへ ── ここHOWSで、真実の思考を追究しよう！

◎ＨＯＷＳ付属ゼミナール
　HOWS本科生と聴講生は、有志参加による下記ゼミナールに参加でき
ます。参加費は各ゼミ毎に別途お支払いください。

①HOWS文学ゼミ（戦後文学ゼミを改称）
チューター＝山口直孝、松岡慶一

　2000年から2016年まで主に戦後の文学・芸術運動を検証する作業を続
けてきましたが、これを第Ⅰ期として、2018年からは第Ⅱ期、名称も
HOWS文学ゼミで再出発しています。第Ⅰ期の作業を継承するのみなら
ず、いかにして現在の荒廃した支配的文化状況を変革して、文学・芸術
運動を再生していくかが課題です。

１、日本社会の憲法観・
　　「平和と民主主義」を問う
　「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」を三大原則とする日本国憲法。
その憲法の改悪を自民党と安倍政権は、いまなお恐るべき執念をもって追求し
ている。
　憲法・法令無視が大手を振ってまかり通る日本の政治状況を変えるには、こ
れに反対するわれわれ日本人民がこの日本国憲法の成り立ち、その成果と弱点
を主体的に把握しなければならない。憲法の空洞化の危機、その現実をわれわ
れ自身が直視しつつ、今期は国際的視野と労働者の階級意識との関連で憲法を
みつめ直す企画を組んだ。

①６月６日㈯　戦争とカニバリズム
　──日本軍による人肉食事件が問いかけるもの
　報告＝永尾俊彦（ジャーナリスト）

②７月４日㈯　日本国憲法と在日朝鮮人
　──戦前・戦後を通じたその歴史を検証する
　報告＝田中　宏（一橋大学名誉教授）

③７月11日㈯　日本共産党の「未来社会論」の検討
　──独占資本との対決を回避した「現代革命」の非現実性
　報告＝鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授）

④７月18日㈯　「仕組まれた」関西生コン労組弾圧事件
　──警察・検察とヘイト集団が結託する弾圧の構造
　報告＝安田浩一（ノンフィクションライター）

２、「大西巨人の批評を読む」
──『戦争と性と革命』『文選』など所収の諸論文から

（前期2回、後期2回）
　一年余にわたる連続講座「大西巨人『神聖喜劇』を読む」は終了した。参加
者はさまざまなことを学んだ。本講座では、『神聖喜劇』講座で学んだことを、
日本の敗戦後から1990年代後半までに書かれた大西の批評文を読むことでさら
に深めていきたい。それは現在われわれが直面している問題を解く手がかりと
なるだろう。本講座からの参加も大歓迎です。
　このシリーズは、受講生が分担して報告を行ないます。後期も２回予定して
います。

①８月29日㈯　「あけぼのの道」を開け
　──「『あけぼのの道』を開け」（1946年）などの諸論文
報告＝HOWS受講生　　　　　　　　
②10月３日㈯　俗情との結託
　──「俗情との結託」（1952年）などの諸論文
報告＝HOWS受講生　

〈後期（2020年11月～2021年３月）開催の講座テーマ〉
③感染症と差別
　──「ハンセン氏病問題」（1955年）などの諸論文
④インターナショナリズムの復権
　──「コンプレックス脱却の当為」（1997年）

◉下記シリーズ「３、日本の近代化とアジアの女性」は、
11月からの2020年度後期講座で行なう予定です。

３、日本の近代化とアジアの女性
　東南アジアは11か国、それぞれ海洋にひろがる半島部と数百の島嶼からな
る。多様な文化、豊かな資源を持つゆえに数百年に渡って欧米諸国の植民地と
され、さらに日本の侵略によって虐殺、強制労働、慰安婦制度等々の忌まわし
い経験を強いられた。いまは世界の工業国として発展しているが、日本の過去、
そして現在も続く「侵略」の現実は日本国内にはほとんど知られていない。
アジア諸国と日本の平和を女性の視点から探っていきたい。
　本講座は前期からの連続講座です。

講師＝中原道子（早稲田大学名誉教授）
①日本帝国主義による軍政時代
　──東南アジア全土に広がるロームシャ・慰安所
②女性国際戦犯法廷20年の歴史をどう活かすか
　──いまもつづく戦時性暴力を根絶する闘い

４、資本と対峙する労働運動
　　再建の道すじを求めて
　闘いは労働現場で、一人から始まることがある。不当な抑圧、差別に抗する
声を現実の運動に転化するには労働組合が不可欠だ。同時に、私たちは、闘い
が個別化され分断され、集団的な闘争に発展しない・できない現状を突破しな
ければならない。そのためには、運動の指導部の右傾化、弱体化の克服ととも
に、現代資本主義の搾取構造の変容を見据えることが必要だ。

①９月２日㈬　資本家の5Ｇ・ＡＩ・ＩoＴ戦略と労働者
　──階級的（階級志向の）集団的な運動強化が必要だ
　報告＝吉良　寛（横浜市従業員労働組合）　　　　　　　　　
②９月26日㈯　映画『アリ地獄天国』（完全版）上映
　 （2019年・98分　監督＝土屋トカチ）
　報告＝土屋トカチ（映像グループ　ローポジション）

５、侵略国家アメリカ
── その歴史と現実

　このシリーズでは、アメリカ合衆国の成立から現在までの侵略と戦争の歴史
に焦点をあてながら、「自由世界の擁護者」「世界の警察官」として振る舞うア
メリカ合衆国の本質を検証する。
※このシリーズは火曜日の開催です。ご注意ください。

　講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム代表）

①６月９日㈫　アメリカ合衆国の成立
　──南北戦争・西部開拓・メキシコ侵略

キューバ・ベネズエラ・ニカラグア攻撃
②７月７日㈫　米国のアジアへの侵略と戦争
　──朝鮮戦争・ベトナム戦争、中国への介入・懐柔・対決

〈後期（2020年11月～2021年３月）開催の講座テーマ〉
③中東・アフリカへの介入と支配　あくことなき資源争奪戦争
④ソ連・東欧への反革命攻撃　反ソ・反共イデオロギーの全
世界への流布とその実践

６、日本の短編小説を読む
　今期はとくに統一テーマを設けず、近代現代の秀作を幅広く取り上げる。と
はいえ、四編個々の作品が指し示している世界は、こんにちのわれわれの現実
をさらなる探求の対象とするうえで、文学の入り口となることまちがいないで
あろう。 （開始時間は各回とも午後６時30分）

講師＝立野正裕（元明治大学教員）

①6月24日㈬ 小林多喜二「防雪林」
②7月15日㈬ 芥川龍之介「奉教人の死」
③8月5日㈬ 埴谷雄高「虚空」
④９月16日㈬ 北條民雄「いのちの初夜」

７、国際的・階級的視点をもって闘おう
①５月16日㈯　光州蜂起から40年、そして2020年総選挙
　──いま韓国で何が問われているか？
　報告＝李泳采（恵泉女学園大学教授）

②５月23日㈯　在日朝鮮人が辺野古で闘うことの意味
　──「朝鮮人軍夫」の映像上映を予定
　報告＝金治明（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会）
※この講座は午後５時～８時30分までの変則開催になります。
　ご注意ください。

③６月20日㈯　反独占・平和と社会主義を求めて闘う青年たち
　──世界民主青年連盟の活動から
　報告＝近藤和樹（社会主義青年同盟委員長）

④９月19日㈯　ユーゴスラビア内戦の真相
　──マスコミが伝えない真実に迫る
　報告＝岩田昌征（千葉大学名誉教授）

８、この人にきく
①８月19日㈬　わたしが出会った人と運動
　──足尾・水俣・福島原発・沖縄・関ナマの闘いから
　講師＝乱鬼龍（川柳人・アクティビスト）

②８月22日㈯　目取真俊『ヤンバルの深き森と海より』がつきつけるもの
　──「沖縄問題」ではなくわたしたちの問題として考える
　講師＝毛利孝雄（沖縄大学地域研究所特別研究員）

③９月５日㈯　朝鮮人と向き合った稀有の日本人作家・小林　勝
　──その人と思想を考える
　講師＝卞宰洙（元朝鮮大学校教授）

④９月12日㈯　大震災・原発事故から10年
　── 国・東電の責任を追及してつづける闘い
　講師＝國分富夫（相双の会会長）

●申込方法
•所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、入学金・受講料を添えて、直接
事務局に持参、または現金書留にて郵送してください。郵便振替ご利用の
際は、申込用紙を別途郵送または事務局にお持ちください。

≪2020年度前期募集要項≫

●定員　本科生40名（５月１日㈮メーデーより募集）
•全講座 29 回（各週1～2回程度）
•本科生は、すべての講座を受講できます。その他、交流を深めつつ数講座
を集中して学ぶ夏季合宿（前期）や、懇親会などの企画があります。

◎聴講生20名
　シリーズを問わず、自由に講座が選べる８枚綴りの聴講チケットがあります。

◎本科生　入学金…1万円（次期以降は不要）
　受講料…前期：25,000円、後期：25,000円
•前期５月、後期11月の開講時までにそれぞれ納入してください。
◎聴講生　聴講料 回数券…10,000円
•聴講料納入と引き換えに８枚綴りの聴講チケットをお渡しします。
•１回の受講料は本科より割高ですが、一般受講より割安になります。
•2020年度前期の聴講チケットは、期間内のみ使用できます。
◎一般　受講料…1,500円（各講座1回につき）
•本科生・聴講生以外の一般参加は、受付で現金にていただきます。

●注意事項
•HOWSゼミナールについては、会計が異なります。
•講師の急病等やむを得ない事情により、日程・テーマ・講師等が変更にな
る場合があります。

●費用

①７月26日㈰　新型コロナと「台頭」以降の中国の政治と経済
　──変容する東アジアを見据えて
　講師＝丸川哲史（明治大学教員）
②７月26日㈰　沖縄新基地建設の現状
── 映画上映『ドローンの眼』の上映と討論
報告＝岡本茂樹

③７月27日㈪　新型コロナに便乗した労働者攻撃に抗して
　発言＝各労働現場から
④７月27日㈪　習近平の新時代の中国の特色ある社会主義とは何か
　講師＝村田忠禧（横浜国立大学名誉教授）
⑤７月27日㈪　映像で見る侵略国家アメリカ
⑥７月28日㈫　地経学的見地から見た朝鮮半島経済の可能性
講師＝李俊植（朝鮮大学校教育学部准教授）

夏季セミナー 　　反帝・反独占闘争としてのコロナ状況下での闘い  ７月28日㈰～30日㈫　（神奈川県の施設に宿泊／
事前申込・宿泊料別途必要）

HOWS講座カレンダー 2020年度前期（５月～10月）
①５月９日㈯ 開講講座『朝鮮人になるということ』上映と講演の集い

講師＝金勇大
②５月16日㈯ 光州蜂起から40年、そして2020年総選挙

講師＝李泳采
③５月23日㈯ 在日朝鮮人が辺野古で闘うことの意味

講師＝金治明
④６月６日㈯ 戦争とカニバリズム 講師＝永尾俊彦
⑤６月９日㈫ アメリカ合衆国の成立 講師＝富山栄子
⑥６月20日㈯ 反独占・平和と社会主義を求めて闘う青年たち

講師＝近藤和樹
⑦６月24日㈬ 小林多喜二「防雪林」 講師＝立野正裕
⑧７月４日㈯ 日本国憲法と在日朝鮮人

報告＝田中　宏
⑨７月７日㈫ 米国のアジアへの侵略と戦争 報告＝富山栄子
⑩７月11日㈯ 日本共産党の「未来社会論」の検討

講師＝鎌倉孝夫
⑪７月15日㈬ 芥川龍之介「奉教人の死」 講師＝立野正裕
⑫７月18日㈯ 「仕組まれた」関西生コン労組弾圧事件

報告＝安田浩一
⑬７月26日㈰ 新型コロナと「台頭」以降の中国の政治と経済

　講師＝丸川哲史
⑭７月26日㈰ 沖縄新基地建設の現状
  　報告＝岡本茂樹
⑮７月27日㈪ 新型コロナに便乗した労働者攻撃に抗して
　 発言＝各労働現場から
⑯７月27日㈪ 習近平の新時代の中国の特色ある社会主義とは何か
　 講師＝村田忠禧
⑰７月27日㈪ 映像で見る侵略国家アメリカ
⑱７月28日㈫ 地経学的見地から見た朝鮮半島経済の可能性

　講師＝李 俊 植
⑲８月５日㈬ 埴谷雄高「虚空」 報告＝立野正裕
⑳８月19日㈬ わたしが出会った人と運動 講師＝乱 鬼 龍
㉑８月22日㈯ 目取真俊『ヤンバルの深き森と海より』がつきつけるもの
　 　講師＝毛利孝雄
㉒８月29日㈯ 大西巨人の批評を読む――「あけぼのの道」を開け（1946年）

報告＝ＨＯＷＳ受講生

㉓９月2日㈬ 資本家の5Ｇ・ＡＩ・ＩｏＴ戦略と労働者
　 　講師＝吉良　寛
㉔９月５日㈯ 朝鮮人と向き合った稀有の日本人作家・小林勝
　 講師＝卞 宰 洙
㉕９月12日㈯ 大震災・原発事故から10年 講師＝國分富夫
㉖９月16日㈬ 北條民雄「いのちの初夜」　 　講師＝立野正裕
㉗９月19日㈯ ユーゴスラビア内戦の真相 報告＝岩田昌征
㉘９月26日㈯ 映画『アリ地獄天国』（完全版）上映

報告＝土屋トカチ
㉙10月３日㈯ 大西巨人の批評を読む──「俗情との結託」（1952年）

報告＝ＨＯＷＳ受講生
〈以下は後期に予定〉
◉日本帝国主義による軍政時代 講師＝中原道子
◉女性国際戦犯法廷20年の歴史をどう活かすか 講師＝中原道子

 ※⑬～⑱は夏季セミナー

５月９日㈯  13時～16時30分
2020年度前期  開講講座

『朝鮮人になるということ』上映
千葉朝鮮初中級学校初級部
新１年生の１年間の記録 （石井政和監督、

15分、2019年 ）

映画

講師＝金
キム

勇
ヨン

大
デ
（朝鮮大学校教育学部准教授）

日本社会に
朝鮮学校があることの意味

講演

（定員25名、要予約・先着順）

2020年前期HOWS講座は新型コロナ
ウイルス感染拡大のため本リーフレッ

トでお知らせした講座の予定が変更になる場合が
あります。とくに前半期は20名の事前予約制とし
て実施します。予定変更の際はお知らせします。

お知らせ

午後５時から開催




